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○ 昨日７月７日に，県立図書館にサイエンスをテーマとした新コーナ  

 ー「ひろしま子どもサイエンスライブラリー」をオープンしました。 

昨日は多くのマスコミの方に取材にお越しいただき，ありがとうござ

いました。 

 

○ この子どもサイエンスライブラリーでございますけれども，自然科 

学分野の児童図書や，多彩なビジュアルやイラストを含んだ大人向け 

の図鑑等約 2,000 冊を置かせていただいております。 

 

○ この子どもサイエンスライブラリーはサイエンスという観点ではな

くて，実はもう１つ観点がございまして，それは多様性ということです。 

  車いすのお子さんも通れるように道幅を多くとったり，あるいは「Ｌ

Ｌブック」という知的障害のお子さんが読みやすいような本も何冊か

取り揃えております。 

 

○ それから，女性科学者の伝記ものと，実は今アメリカなんかですと 

 国家戦略として大変多くの女性科学者の伝記ものが何千冊と出版され

ております。日本でその本の訳本が１００冊ほど出ておりまして，この

ひろしま子どもサイエンスライブラリーでもそのうちの幾つかを配置

しております。 

 

○ こういった形でサイエンスだけではなくて多様性も取り入れた形で， 

 図書館づくりをしておりますので，各市町立の公共図書館や学校の方

でも，選書する際にこういう本があるということを知っていただけれ

ばと思います。 

  

○ この子どもサイエンスライブラリーのオープニング記念行事として， 

お配りしておりますチラシにありますとおり，７月 16日土曜日の 13 時

30 分から，県立図書館の広島県情報プラザの地下の多目的ホールで，講

演会を行います。 
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○ 国立天文台天文情報センターの縣 秀彦（あがた ひでひこ）さんを

お招きし，４次元デジタル宇宙ビューワーの映像を見ながら，子供たち

にもわかりやすくお話しいただくこととしています。 

サイエンスの中でも，宇宙好きの子供たちも多いと思いますので， 

ぜひ多くのお子様に参加いただければと思います。 

 

○ 現在，県立図書館ホームページで申込受付を行っておりますので， 

参加者募集の告知や当日の取材について，よろしくお願いいたします。 


